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愛 老 連 第 67号
令和 3年 10月 21日

各市町村老人クラブ連合会会長 様

公益財団法人愛知県老人クラブ連合会

会 長  鈴 木 雅 雄

(公 印 省 略 )

令和 3年度高齢者相互支援活動研修会への参加及びアンケー トについて

(依頼 )

日ごろから、本会の運営にご協力いただき、厚くお礼申し上げます。

標題研修会について、昨年度は新型コロナウイルス感染防止の観点から開催を中止

しましたが、今年度 イ ンターネット開催を基本とし、別添開催要綱のとおり行うこ

ととしました。

つきましては、貴老連で感染防止対策を講 じつつ、会議室・インターネットなどの

参加環境を検討 していただき、参加とりまとめくださるようお願いいたします。

また、今回の研修会は “サロン・居場所づくり"をテーマに、その専門家に愛知県

の実情に則 した有意義な講演をお願いするため、単位老人クラブ が主体と

なって運営 しているサロンの実態・課題に関するアンケー トを実施 しますので、ご協

います ようお願いいた します。

1.添付書類

(1)第 30回高齢者相互支援活動研修会開催要綱

(2)     ′′          参加 申込書

(3)研修会の趣旨 /参 考グラフ

(4)老人クラブ。会員 運営サロン (通いの場)ア ンケー ト票 /記 入例

(5)居場所ガイ ドブック (さ わやか福祉財団 )

(6)配布用アンケー ト用紙 (記入例裏面、単位 クラブ数の枚数 )

2.回答期限

12月 22日 (水 )・ ・・参加申込書、アンケー トとも

(連絡先)事務局
′
担当 杉浦・保母

TEL 052‐ 212‐ 5524

FAX 052‐ 212‐ 5522

メープレInail@laichi‐ rcr.cOm
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第30回高齢者相互支援活動研修会開催要網
1 目 的

超高齢社会となり、65歳以上の高齢人□ 1人に対する生産年齢人□は、50年前に

は 9.8人であつたのが、2015年 には 2.3人になり、30年後の推計では 1.4人 と、その

比率は今後も減少 してい<中、住み慣れた地上或で高歯令者同士が支え含 つて生活 してい

<ことが不可欠とな つている。

そこで、これまでの反愛訪間に加え、高齢者同士が気軽に寄り含える場をつ<るこ

とにより、そこでの何気ない会話から近隣への気遣い・共感が生まれ互助が始まる、そ

んな活動を老人クラブが実践するための考え方・やり方について学′Бヽために開催する。

2 主 催

公益財団法人愛知県老人クラブ連含会

3 開催方法

インターネット(ZOOM)開催を基本とする

※各市町村老連会議室等またはクラフ会員を1拠点として接続

※ZOOM以外|こ愛知県社会福社会館5階第一研|1多 室での参加も一部可とする

※新型コロナ感染状況が低下見込みとなれば、会場参加主体とする場合がある

4 日 時

令和4年 2月 16日 (水 )

5 5升 1疹 日不呈

12:30～   ZOOM入 室受付

13:10   開会・ 挨拶

13:15～   高齢者相互支援事業モデル指定老連伶和元年'2年度)活動報告

大□町老人クラブ齢 会理事・さつきちとせ会元会長 伊神英 臣: 氏

大□町老人クラブ連含会 )可北和みの会会長 山 □元生 氏

13:45ヘ ノ  講)寅

「地域の助け含いは いつでも だれでも行ける 居場所づくりから」

～1可をしていてもいい、したいことができる、居心地がいい～

公益財団法人さわやか福祉財団 理事   鶴 山芳子 氏

14:35～   グループ討議 (ZOOMブレイクアウトルームにより)

15:05～   休憩

15:15～   グループ発表

15:45～   講師講評 0質疑……愛知県内老人クラブ運営サロン調査結果も踏まえ

16:○ ○   閉会

※16:01～  参加者同士のZOOMでのコミュニケーションタイム (自由意見交換)

6 受講対象者

県内老人クラブ会員及び老人クラブ担当職員など (ZOOM定 員特 |こな し)

7 新型コロすウイルス感染防止策……県老連・市町村老連等での会場受講の場合
・受付での検温、手指の )1当 毒、体調確認

・ マスクの常時着用

・窓、扉の常時開放換気 妨 寒服室内着用任意)

・会議机は 2人掛けで前後間隔も極力空け、会場定員の 1/2の 参加者に限定

⌒

⌒
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第 30回高齢者相互支援活動研修会 (2/16水)参加申込書

老連名

V

※参加形態 「1」 :市町村老連会場で Z00M

「4」 :県老連会場参加希望

「2」 :単位クラブ会場で ZO師 「3」 :会員個人で Z00M

↓該当欄に○を↓
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令和 3年度高齢者相互支援活動研修会の趣旨

1.ねらい

■社会の動向 :超高齢化・少子化・核家族化……… 近所口士の助け合いのしくみ が不可欠に

【人  口 減少】 1億人   (2050年 )←  1.3億人 .(2015年 )

【高齢化率 上昇】 1人/1.4人 (同上)←  1人/2.3人 (同 上)、  9.8人 (1970年 )

65歳以上の高齢者を、生産年齢人口15-64歳 で、社会的に支えることが困難

【高齢者世帯 多い】全世帯の 30%(2019年)=65歳以上の単独世帯か、どちらかが 65歳以上

の夫婦のみ世帯

■通いの場が助け合いの基に

O地域の身近な助け合い

日頃の生活の中で、ほどよい距離を保ちながら、その地域に合った形での活動、声かけや見守
り、ゴミ出し、電球の取り換えなど、日常のちょつとした助け合いをお互いさまで行える仕組み
をつくつていくことが、地域で安心して心豊かに暮らせる基となります。
Oふれあいの居場所 = 助け合いの基礎となる絆を生み出す

人間関係が希薄になり、地域で孤立する人も増えています。今の時代は、ほとんどの地域で意
識的な集まりをつくっていくことが必要となってきました。

居場所は、地域に住む「多世代」の人々が自由に参加する場所です。主体的な人との交わりに
よつて生きる意欲が高まり、絆 (共感)が生まれ、それが様々な助け合いに発展 していきます。

固定した場所を使わずに、バラソルひとつ、ベンチひとつからでも始められます。
・・・・・・「新地域支援事業 みんなで創ろう助け合い社会」さわやか福祉財団より

■老人クラフによる通いの場

地域社会で必要とされる役割を担う→老人クラブの認識度・評価の高まり→クラブ活性化にも

2.研修会開催の流れ

(1)老 クラブが設置運営す サロン (通いの場) の現状と課題のアンケー 卜実施

① 「居場所ガイ ドブック」をすべてのクラブ|こ web掲載情報提供
→未実施クラブヘは情報提供でサロンヘの関心を、実施クラブには課題抽出のため

②全単位クラブにアンケー ト実施 ※困難な場合は今回は可能な数とし別の機会で残回収

クラブ会員が開設運営しているサロン等を含む

③市町村老連で回収済アンケー トと参加申込書を期限(12.22)ま でに県老連へ郵送等で提出
アンケー トは研修用に集計する必要があるため、回収途中でも一旦期限までに提出し、

残 りは後日提出

①アンケー トを県老連で 1月 中に取りまとめ、講師 。市町村老連に提供

(2)研修会 Z00M参加形態

市町村単位で会議室等で参加する (グ ループ化では 1拠点扱)こ とも、会員個人でも参加できる

⌒

⌒

市町村老連事務室

(少人数 )

市町村老連会議室等

アロン・ェタ中
ロロ‐ロ

ー
PC PCカ メラ

(多人数)

コロナ対策

●

あれ ば収音可ク・

● ●

スピーカ等/

● ●

● ● ● ●

クラブ会員

PC・ スマホ等

●

10-4



Ｓ，３善彗書憾

くＲ〓０ぶ

謁〓“静撃鶴ほ

く陰〓ｔ〓

構８農

（購田”）

ノヽいヽ∞Ｎ一．∞

（彎いｏＯこ

（」督０“”一）

くＲ∞お

くＲ８■ト

．侵拳里増や「（お彙摯Ｒ怪眸）口くお颯礫韓ｅ

■ｍ」権毬磨田菫口く。世曝犠＃倒田燿゛長叶●”Ｒ。摂３贅や「口く四年菫筆０■二喘輩嶺菫傘団叶Ｎわ員綸〓侵眸』ｂ員「事＝〓彗口く」や申彗〓再一ロ

澤０嘩二（十螢３Ｓヽ１■Ｓａく彗″鵜善。「傷轟ホ田」０爆彗“一゙長職Ｒ
，

ズ計〓〓）「お金凛鰈歯薔暉ｅ掃金巨く０む鶏〓哺照贅饉』七↓饉″最ツ悩摯Ｒｏス凛ヨ）

舎■
，

）　　０●【Ｎ　●いＯＮ　　００●“　　●ゆ中】　００６・月　　一呻∞【　　０●ＯＨ　　Ｏ吟卜【　　●０卜【　　０ゆ０日　　●〇一【　　００で】　●ＯＮＨ　　０〇一【　　●一“

く臓８ｏ尋

（お響翠導）■８

ノヽいいい∝Ｎ‘ト

（古響翠憚）母８一製
（〓颯）　攣雲Ｒ

‐
ロ

_ヽ′

〇
００●
。】

ＯＯ●．Ｎ

Ｏ〇一
ュ

め

ＯＯＯ．で

００●
‘

Ю

０〇一．０

０〇一
‘

ト

０〇一．∞

ＯＯＯ．０

００●．Ｏ“

ｏＲＩ】【

００●．Ｎ【

０００．０一

（くＲ）

金震イく標Ｆ織饉〓掛ｏｏｏ劇量□く織ｅ特

。モ颯叫０卜も贅ツ悩里く攣
，

颯悩両一壮ｏ８Ｎ′ひ総二便軍も優里ヽＩЪ却購∞８Ｎ′悩一口く緯ｅ長□○

菜楓係中中ＣＣ判悩３判準哨

瘍颯螂Ｅ掛馴曜霧暉ｅ引回」卸咽μ＝回一∞”∞∝

10-5

温

課ト
ノヽいヽＮＯ一．一一

ルδ崎ＯＮ

ヽ

罫

~て



（摯）
Ｒ●６

“ぶ０．ＯＮ

盟０̈．０い

聟な】●】

ま０パ尋

（メ′善翠書に）

侵拳曖颯麟＝田０日Ⅸ＝田′量製〓罵（主翠彎Ｒ侵眸）目くお攀嫌諄ｅ善鳳」な毬磨目菫口く・滋ぶ＝郡樹田′「お繰目く」０中講（凛ヨ）

Ｑ熙〕べ　　ｍ〓高）●　　０買Ｎ　　●ｏＯヽ　　ハ“彙『　　い一ＯＮ　　９『０一　　ｎ”０●　　０一３一　　鸞‘Ｎ　　Ｑ買〕Ｎ　　一樹轟一　｛Ｘ凛】　一ヨ０】　《冨●】　輌卜●】　０卜●”　　崎燎〕】　（Ｘ３一　　“艤ａ】　Ｘ^３”
安覆ぶ

負も、０

安も、い

Ｑ８、Ｎ一

一〔Ｘヽい“

」喘ｎ
，

ＯＮ（くＲ′口く）

。やむ尋伸駄■雌掛翠鑑恒゛世ヽ計銀８ヽＤ製翠ズくＲＢＱ∞）摯Ｎ８Ｎ世゛―”ｅ目く輩撻※

。味刊でメ８奪゛″嗅ボトＮ累悩一掛翠輩撻′畔堰。０トヘ贅くＲ∞おせ口く＃榊′くＲ∞零．Ｎ量口く輩廿側爛

′Ｄ積里ｅЮ卜※ミ響くＲ３
，

便口く雀掟′）む晏里計８Ｒ゛条構口Ｒ巧噸嘔里戻壼裡編＃押も贅口くｅ持回○

イ。」バ“●Ｆご”

口く〓〓

會い０〓ｅ

くＲ贄ヽ一

くＲ３卜Ｎ一

口く種

密ηＮ３

くＲ曖員”

（３■８）

くＲＯＮド

↑●だ）

くＲい毀材

掛翠輩擢

（■ヨ襲ゆじ

口く●■

（ぶい．∞０）

くＲＮ一”トヽ

（ま〓卜）

くＲ３ト
ン、いヽ卜Φ寸．〇一

口く鍵

」
口

|:

0

10-6

属碧蛍日く鑑饉債́―やトヘ震麟Ｅく掛榊ｏ日く離彗欄選

３８●こ

く燿筐Ｑ
，

く

，

ＩＩＪ

ゆゆ¨ く■バ姜

口
日
T甲

甲
円
‐
¬

「

く∞ぶ



″口く叶撫

ｏ
ｌｌｌｌｉｌ

Ｎ●卜．綺

くＲＮＯ■ｏＦ□＜奪掛０ゆ０劇■　　や０ヽｏＦ■くＲおヽ９日く鍵

（く中）
（●ひ∞，

，
ゆ）

ノヽいヽ崎卜Ｎ．一

口く輩計悩爛
礫攀主彙Юヽ二贅軍囃〓擬ほ・翠書引ヨ０「（出翠四）十Ｒ悩静）な報口く僕寧」な標車目菫口く。世雌嶺幕薇圏雌せ８Ｒ

「＝口魯目」椰準彗”■０卜ｏス毬選

０一おヽ【一　　●●らヽ０　　　０ハＸスト　　　ハエリＯＬ哺　　　（）●０
．０　　　●６ス）ヽ”００ｑ“　　０

，
ヽ０　　　０只ヽ崎　　晏ヨЧい　　０要望い　　（と０イ“

曽ふお

【０面一ｎ

０守”、●

Ｎい０
、

い

一悧Ｎ
、

０

““崎
‘

守

触高ヾ

やせ【
、

崎

】０崎．”

一ハＭヽ”

ＯＮＯご

トト●、
一

ヘトｍ
、

「

轟
ム
島
島
島

il

)

占
い)ふ

′Ｍ^

，‘畿ｎ

ヨで”
、

マ

ｎいや
、

そ

Ｏαい。一

一ヽ（｝“、ト
摯ヽお

∞卜い
、

ト
壺薔ぼ

“卜【、∞
∞０●、”

卜●一び

∞せ】
、

い

（一い０，∞一）

くＲ
，

ヽト

ロく輩構欄期

（０い０．守Ｎ）

ノヽいヽ崎〕一．Ｎ

口く購撫

ご

ヽ

（０い卜．卜一）

ノ一いヽ一寸∞．一

召ぶ襲８
守〓〕び

寸”守
、

ゆ

ｏ”守ド

輸０“
へ

∞

■ヽド

‘獄

（ヽ^）０
，

．卜）

くＲ露ト

召ヽ曇８

0R 
おり

０崎●
、

Ｎ

、
一

。やらνＤ翠輩燿里馨Ｋ測宴卜．３）くＲ”葛．∞量せｏ８Ｎ〆嶼製貧〓じくＲ３卜悩一口くＳ鋼ヽ軽８ｅ壮Ｒ一
，

ｏ

。０３ＶＯ轟螺〉揃Ｋ量怪導彗＃ｅ中Ｊ使Ю総ツく導”繁〉ＤＥ鴇蔦一却歯や０３■一日く華Ｓ善田ｅ＃０８ＮＯ

―
■"■

E′
ハ

10-7

導側ｖやボ■鶴難鑑計′φ卜■回ｅく燿Ｆ繁

「一｝一］』̈一『「‥‥‐‐‥‥‥
:

V



⌒″
口
ヽ

帷劇ｅぐｅ蝶ネЮ″メＲ引ヽ犠Юｏ

′Ｒ推判薫叫Ｃ月ヽ経Юｏ

″ＲＳｏｍＣ推判畑

ф椰ｅ棲翠Ю３ヽ榊Ｃ■コ

毬頸爛ヽ

（
，
ロロ黎）準ｒｅ棒事綸３ヽ中ｅ■壺饉穀〕“會粗口●率爛ムＴ

伸颯ＯぐＣホｅ〓素測騨冊皿欅車e
静事ｅ攣Ｃャ閾剛□欅撃ぎ車―――閾田国

摯摯

α
‐

卜せ

０ギマ

卜．■●

ヽ［で

０，劇寸

”ド●　卜‐●マ

マ寸的

ｍ．哺劇

∞―一１一国

10-8

ズヽゆ

雷８掌■８鼠）む汽雨軍宙８Ｎ）

８　　終　　麟　　熙

窮Ｒ“）

（Ｆ）ф椰碑０

」

，●

〕３
，

ψ■

薔Ｌ

ム】Ｘ〕Ｊ

費■ｏ”

８ＱＲ

８ｏ輝

禽職選

（摯憩中）

豊0



老人クラブ・会員 が運営主体となっ るヽ「サロン ロ通いの l アンケート厨こし

※webでの「～いつでも誰でも行ける場所を広げよう :～『居場所ガイ ドブック』」 (公益財団法人

さわやか福祉財団 2019年 1月 作成、50へ '―デ)が、活動の参考になります。QRコ ー ドで見れます⇒

く検索〉=同財団>参加のお誘い>生活支援・助け合い。居場所>詈場所>も っとくゎしく知りたい方へ 冊子・動画のご案内

https://www.sawayakazaldan.Or.Jp′ /CMS2/wp-00ntent′ up10ads/2021/08/′ ibasho― guidebook.pdf

回 回

(1)開設 (サ ロン名 )

(いつから)昭 平 令    年    月

(だ れ が)         (所 属クラフ
゛
名・職)

(なぜ (目 的きっかけ))

(だ れ と)運 営仲間    人

(ど こ で)(1)個人宅 (2)空き家 (3)公 民館 。自治会館・集会所 (4)公園 (5)農園

(6)店舗 。企業の空きスペース・空き店舗 (7)学校・廃校 (8)医療機関の空きスペース

(9)介護関係施設事業所の空きスペース (10)

(来てもらう人)・ だれでもOK 。子供もOK

。その他 (                   )

(や る頻度)    回/  月・週

(2)活動  ((1)コ ロナ以前の通常活動  (2)コ ロナ禍での活動 ) ← ○つける

区分 :①体操(運動)②会食 ③茶話会 ①認知症予防(脳 トレ、ゲーム、コグニサイズ等)⑤趣味活動 ⑥農作業 ⑦生涯学習

③ボランティア活動 ⑨就労的活動(贈呈品・販売品製作、助け合い軽作業等)⑩多世代。地域住民交流①他

区分 やっていること など 頻 度 参加人数 運営人数 利用料

/

/

/

/

/

/

/

/

※活動項目の欄が足りない場合は、任意の別紙に追加記入してください。

全項目でなくでも、貴運営サロンでの課題項目 (複数可)についてのみご記入ください。

(1)運営人員

(2)場  所

(3)も   の

(4)お  金

(5)情  報

(6)他機関連携・支援

(7)コ ロナ対応

(8)そ の他

回

ゝン

▼
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ユ旦上以前Ω:通宝活動送況の記入二立鐘撻工立



記 入例

型L立ユ三生_全■墨堕」蛙量≧■壁L二塑 l≧_」□L二2」b_ヱ生±墨

※webでの
_「
～いつでも誰ても行ける場所を広げよう 1～『居場所ガイ ドブック』」 (公益財団法人

さわやか福祉財団 2019年 1月 作成、50へ '―ガ)が、活動の参考 :こ なります。QRコ ー ドで見れます⇒

〈検索〉=同財団>参加のお誘い>生活支援・助け合い。居場所>居場所>も っとくわしく知りたい方へ 冊子'動画のご案内

https://www.sawayakazaldan.or.jp/CMS2/wp― content/uploads/2021/08/ibasho― guidebook.pdf

ユ旦■:_以撮Ш2i襲皇活動_送飯望2三Lk■立績:盤工立 日
(1)開設  (サ ロン名) あいういきいきサロン

(いつか ら)昭 28年 5月
(だ れ が) 愛知けなこ   (所属クラフ

｀`
名・職)諄獨 長寿会 セ性郎会長

(なぜ (目 的きっかけ))気軽に近隣同士か集い、張‖合いを感じせる場を議叶τ地域の絆を強める

ここが必喜こ考え、自主的に立ち上ifた /行 政機間に頼きれたため /空 き家か活用できたため

(だ れ と) 運営仲間 5 人

(ど こ で) (1)個 人宅 (2)空 き家 4)公園 (5)農 園

(6)店舗 。企業の空きスペース・空き店舗 (7)学校・廃校 (8)医 療機関の空きスペース

(9)介護関係施設事業所の空きスペース (10)他

(来てもらう人)。 だれでもOK 。子供もOK

( 壱スクラ7会員こそのな達

(や る頻度) 2  回/  月①

⌒

⌒

(2)活動

区分 :C体操

(2)コ ロナ禍での活動) ← 〇つける

トレ、ゲーム、コグニサイズ等)⑤趣味活動 ⑥農作業 ⑦生涯学習(運動)②会食 知症予防 (脳

③ボランティア活動 ⑨就労的活動(贈 呈品・販売品製作、助け合い軽作業等)⑩多世代・地域住民交流 ⑪他

※活動項 目の欄が足 りない場合は、任意の別紙に追加記入 してください。

全項目でなくでも、貴運営サロンでの課題項目 (複 数可)|こっいてのみご記入ください。

利用者みた0で手術う雰口気にしたいか、こうしてもやる人が限られ、負担になっτいる

居場所の改装が必要だが、費用をこう集めるかか問題
よ‖たくさんの人に来てもらいたいか、声がけする人の個人情報が入手てきにくい

・支援

(7)コ ロナ対応

(8)そ の他

・運営費の足しにてき、力1つ参加しや岬 利用者負担料の設定の参考のため、利用料の実態情報が知‖たい
。増えている空き家を、くつろ:fる場FFこしτ利用するための、法的 0費用的な情報がl霧しい

1。 _1。              202110

ヽ 民館 。自治会館 。

。その

1)コ ロナ以前の通常活

区分 やっていること など 頻度 参加人数 運営人数 利用料

① 健康体操会 2回 /月 10人 3人 100円

② 昼食会 |

|

,回 /日 20人 7人 500 Fl

⑩ 子供たちに折‖紙を教える 1回/2月 10人 5人 むし

○ 気軽に集まって話し お茶寸う ,回 /週 10人 2人 100 Fl

⑤ 小物づくι1/口 薔 1回 /週 8人 2人 なし

1)運営人


